
いもち病と穂枯れ性病害の同時防除剤
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変色米
(エピコッカム菌)

変色米
(カーブラリア菌)もみ枯細菌病 内穎褐変病穂いもち ごま葉枯病 稲こうじ病 墨黒穂病

ブラシンは住友化学（株）の登録商標

農林水産省登録
第 1 9 1 6 5 号

無人航空機（無人ヘリ・ドローン）
散布に対応！

500㎖ 5ℓ



フェリムゾン・・・・・15.0%
フサライド・・・・・・・15.0%

■適用病害と使用方法

■穂いもちに対する防除効果 出穂期前後の1回散布で高い効果

■品種：あきたこまち　■処理日：出穂期直前（7/29）、出穂期（7/31）、穂揃期
（8/2）、傾穂期（8/9）の何れか1回散布　■対照区：出穂期直前と穂揃期の2回散布
（7/29・8/2）　■希釈倍数：1000倍　■調査日：9/2　■発生状況：中発生 
■調査方法：１区50株×３反復（計150株）の発病穂数を調査

■品種：コシヒカリ　■処理日：移植時（箱処理粒剤A）および穂ばらみ期（7/21）、出穂
期（7/23）、穂揃期（7/26）、傾穂期（8/2）の何れか1回散布　■対照区：移植時箱処
理粒剤A散布　■希釈倍数：1000倍　■調査日：8/23　■発生状況：中発生 
■調査方法：１区20株×３反復（計60株）の発病穂数を調査

2004年 東北農業研究センター ○箱処理剤との体系試験 2004年 住友化学（株）○処理時期別防除効果試験

＊印は本剤およびそれぞれの有効成分を含む農薬の総使用回数の制限を示します。

2023年7月現在の登録内容

作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 総使用回数＊ 使用方法

穂ばらみ期
（7/21）

出穂期
（7/23）

穂揃期
（7/26）

傾穂期
（8/2）

対照区
箱処理粒剤Aのみ

50g/箱

出穂期直前
（7/29）

出穂期
（7/31）

穂揃期
（8/2）

傾穂期
（8/9）

対照区
（7/29＋8/2）
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いもち病
ごま葉枯病
穂枯れ（ごま葉枯病菌）
褐条病
変色米

稲こうじ病
内穎褐変病
もみ枯細菌病
墨黒穂病

収穫7日前まで

散布

空中散布

無人航空機
による散布

本剤：2回以内
フェリムゾン：2回以内
フサライド：3回以内

稲

300倍

1000倍

30倍

8倍

25ℓ/10a

60～150ℓ/10a

3ℓ/10a

800㎖/10a

　  使用上の注意
●使用量にあわせ薬液を調製し、使いきってく
ださい。
●本剤は長期間貯蔵しておくと分離するので、
使用の際は容器をよく振って均一な状態に
戻してから所定量を取り出してください。

●散布液調製後はそのまま放置せず、できる
だけすみやかに散布してください。
●本剤を空中散布及び無人航空機による散
布に使用する場合は次の注意を守ってくだ
さい。
　①各散布機種の散布基準に従って実施して
ください。

　②少量散布の場合は、微量散布装置以外の
散布器具は使用しないでください。

　③無人航空機による散布にあっては、散布

機種に適合した散布装置を使用してくだ
さい。

　④散布中、薬液が漏れないように機体の散
布用配管その他散布装置の十分な点検を
行ってください。

　⑤散布薬液の飛散によって自動車やカラー
トタンの塗装等に影響を与えないよう、散
布地域の選定に注意し、散布区域内の諸
物件に十分留意してください。

　⑥作業終了後は次の事項を守ってください。
　  1）使用後の空の容器は放置せず、安全な場

所に廃棄してください。
　   2)機体の散布装置は十分洗浄し、薬液タン

クの洗浄廃液は安全な場所に処理して
ください。

　⑦水源地、飲料用水等に本剤が飛散、流入し
ないように十分注意してください。

●褐条病を対象とした採種圃場での散布は、翌
年の育苗箱中での本病の発生抑制を目的と
していますが、効果がやや劣ることがあるの
で、種子消毒処理を併用することが好ましい。
●本剤はいもち病防除を主体とし、その他の病
害との同時防除に使用できますが、多発時
の内穎褐変病の防除には効果が劣ることが
あるので注意してください。
●本剤を希釈倍数300倍で散布する場合は、
所定量を均一に散布できる乗用型の速度連
動式地上液剤少量散布装置を使用してくだ
さい。
●たばこ、けいとう及びだいず・あずき・いんげ
んまめの幼植物には薬害を生じるおそれが
あるので、かからないように注意して散布し
てください。
●本剤の使用に当っては、使用量、使用時期、

使用方法を誤らないよう注意し、病害虫防除
所等関係機関の指導を受けることが望まし
い。
●誤飲などのないよう注意してください。
●本剤は眼に対して刺激性があるので眼に入
らないよう注意してください。眼に入った場
合には直ちに水洗し、眼科医の手当を受けて
ください。
●散布の際は防護マスク、手袋、長ズボン・長
袖の作業衣などを着用してください。作業
後は直ちに手足、顔などを石けんでよく洗
い、洗眼・うがいをするとともに衣服を交換し
てください。
●作業時に着用していた衣服等は他のものと
は分けて洗濯してください。
●かぶれやすい体質の人は取扱いに十分注意
してください。

高品質米の生産に貢献

いもち病に対して高い予防効果と治療効果を兼ね備え、処理
適期幅の広い薬剤です。

穂枯れ、変色米、内穎褐変病、もみ枯細菌病など各種穂枯れ性
病害との同時防除が可能であり、高品質米の生産に貢献します。

耐雨性に優れ、降雨の合間の散布でも効果を発揮します。

無人ヘリやドローンでの散布が可能です。

優れた予防効果と治療効果

優れた耐雨性

無人航空機散布に対応

05R7G23B131:Z
●使用前にはラベルをよく読んでください。●ラベルの記載以外には使用しないでください。●小児の手の届く所には置かないでください。●空袋・空容器は圃場等に放置せず適切に処理してください。
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